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１ 事業概要 

（１）事業名 

 多摩区役所生田出張所建替事業 

 

（２）発注者 

 川崎市長 福田 紀彦（地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 252 条の 20 第１項に

定める出張所が設けられる庁舎（民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に

関する法律（平成 11 年法律第 117 号。以下「ＰＦＩ法」という。）第２条第１項第２号に

定める庁舎）の管理者。） 

 

（３）対象施設 

① 名称 

 多摩区役所生田出張所 

② 種類 

 地方自治法第 252条の 20 第１項に定める出張所が設けられる庁舎（ＰＦＩ法第２条

第１項第２号に定める庁舎。） 

 

（４）事業場所 

 川崎市多摩区生田７丁目 16－１ 

 

（５）事業内容 

 ＢＴ（Build-Transfer）方式による多摩区役所生田出張所の設計、建設、工事監理及

び備品等の調達設置。 

 

（６）事業期間 

 事業契約の締結の日から令和３（2021）年５月 31 日までの期間。ただし、譲渡予定

日は、民間事業者の計画提案に基づき令和３（2021）年５月 15 日とする。 
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２ 経緯 

 民間事業者選定までの主な経緯は、以下のとおりである。 

 

① 意見交換会の開催 

 多摩区役所生田出張所は、昭和 50（1975）年３月に建築されてから平成 29（2017）

年には築 42 年が経過し、老朽化が進んでいたことから建替えに向けた取組を開始。 

 生田出張所が今後も地域の重要なコミュニティ拠点となることを踏まえ、地域の

方々が参加するワークショップ形式の意見交換会を開催。 

平成 29 （2017）年 ７月 ８日 第１回意見交換会 

平成 29 （2017）年 ７月 22 日 第２回意見交換会 

平成 29 （2017）年 ８月 26 日 第３回意見交換会 

 

② 「多摩区役所生田出張所建替基本計画」の策定 

 多摩区役所生田出張所の建替えを進めることとし、意見交換会での地域の方々のご

意見を踏まえ、設計条件や整備の方向性を示す「多摩区役所生田出張所建替基本計画」

を策定。 

平成 29 （2017）年 11 月  「多摩区役所生田出張所建替基本計画（案）」に関

するパブリックコメント手続及び市民説明会の実

施 

平成 30 （2018）年 ３月  「多摩区役所生田出張所建替基本計画」策定 

 

③ 多摩区役所生田出張所を仮庁舎に移転 

平成 30 （2018）年 ２月  建替えのため多摩区役所生田出張所を仮庁舎（川

崎市多摩区栗谷３丁目 31番 10 号）に移転 

 

④ サウンディング調査の実施 

 「多摩区役所生田出張所建替基本計画」に基づき、民間事業者の有するノウハウを最

大限に活用する観点から、市が想定している新庁舎整備の実施条件等について、民間事

業者が有するノウハウを活用する観点からの意見や提案を把握するための公募による

「対話」（サウンディング調査）を実施。 

平成 30 （2018）年 ８月 ３日 サウンディング調査実施公表 

平成 30 （2018）年 ８月 24 日 事前説明会及び現地視察（参加事業者：４社） 

平成 30 （2018）年 ９月 10 日 対話の実施（参加事業者：７社） 

     ～ ９月 14 日  

平成 30 （2018）年 11 月 28 日 サウンディング調査結果公表 

 サウンディング調査の結果を踏まえ、更に多くの民間事業者において多摩区役所生
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田出張所建替事業（以下「本事業」という。）への参画意向が高められるような対応の

有無を確認するため、改めて整理した新庁舎整備の実施条件等に関する意見や提案を

把握するための公募による「対話」（サウンディング再調査）を実施。 

平成 31 （2019）年 １月 16 日 サウンディング再調査実施公表 

平成 31 （2019）年 １月 28 日 対話の実施（参加事業者：６社） 

     ～ ２月 １日  

平成 31 （2019）年 ３月 １日 サウンディング再調査結果公表 

 

⑤ 民間事業者の募集及び選定の実施 

 本事業に係る総合評価一般競争入札による民間事業者の募集及び選定を実施。 

平成 31 （2019）年 ４月 17 日 入札公告 

令和元 （2019）年 ６月 ４日 参加表明書及び第一次審査資料の提出期限 

令和元 （2019）年 ６月 11 日 第一次審査結果の通知 

令和元 （2019）年 ７月 12 日 入札書及び第二次審査資料の提出 

令和元 （2019）年 ８月 ２日 開札及び落札者の決定 
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３ 事業者選定方法 

（１）事業者の選定方法 

 本事業は、民間事業者のノウハウを最大限に活用し、従来の出張所機能に加え、身近

な地域のコミュニティ拠点としての機能の拡充が図られた多摩区役所生田出張所（以

下「本施設」という。）を整備することを目的としている。 

 このため、本事業の実施を担う民間事業者の選定においては、民間事業者が持つ技術

を生かした設計が可能であり、かつ、設計から建物・外構整備までの業務を一体で行う

ことにより本事業の目的を効率的かつ効果的に実現するための計画を策定し、当該計

画を適正かつ確実に遂行できる民間事業者を選定することとした。 

 本事業における民間事業者の選定方法は、本事業への参加を希望する民間事業者を

対象として、本事業の実施に関する計画及び技術提案（以下「計画提案」という。）と、

当該計画提案の内容を実施するために必要な費用（以下「事業費」という。）に基づく

入札価格の提出を求め、これらを総合的に評価して落札者を決定する総合評価一般競

争入札（以下「本件入札」という。）により民間事業者の募集及び選定を行うこととし

た。 

 

（２）事業者選定の体制 

 総合評価一般競争入札により落札者を決定するにあたり、地方自治法施行令第 167条

の 10 の２第４項及び第５項により発注者が意見を聴くことを目的とした「多摩区役所

生田出張所建替事業の事業者選定に関する懇談会」（以下「懇談会」という。）を設置し

た。 

 懇談会は、本件入札における落札者決定基準、当該落札者決定基準に基づいた落札者

の決定に関する事項について意見を述べ、本市はこれらの意見を聴いて落札者決定基

準及び落札者の決定を行うものである。 

 

① 懇談会の委員構成 

 懇談会の委員構成は以下のとおりである。 

委員 田中 友章  明治大学理工学部建築学科 教授 

委員 藤枝 香織  一般社団法人ソーシャルコーディネートかながわ 副理事長 

委員 吉田 輝久  生田地区町会連合会 会長 

 

② 懇談会の開催経緯 

 懇談会の開催経緯は以下のとおりである。 

平成 31 （2019）年 ３月 25 日 第１回懇談会 

令和元 （2019）年 ７月 24 日 第２回懇談会 

令和元 （2019）年 ７月 27 日 第３回懇談会 
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 なお、本件入札手続の開始日（平成 31（2019）年４月 17日）以前に開催した第１回

懇談会における「地方自治法施行令第 167 条の 10 の２第３項に規定する落札者決定基

準を定めようとするとき」に係る学識経験者の意見等の要旨は以下のとおりである。 

 

〇 計画提案に対する評価項目のうち、「１のア」の評価指標の表現等において市の

意図が明確に伝わるように工夫すること。 

〇 計画提案に関する評価項目のうち、「２の（３）のアからウ」の配点割合の高さ

を「１の事業計画提案」に振り分けるなどの対応を検討すること。 

〇 その他、民間活用により完成後の本施設が地域のコミュニティ拠点として有効

に機能できるような様々な提案を受け入れられるように入札説明書等を整備する

ことに留意すること。 
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４ 第一次審査 

（１）第一次審査の概要 

 第一次審査は、第二次審査のための提案を行う入札参加者として適正な資格と必要

な能力を備えていることを確認するものであり、入札参加資格に示した資格及び実績

等の要件を満たしているかどうかを確認するものである。 

 

（２）応募状況 

 令和元（2019）年６月４日までに２グループからの応募があり、当該グループのそれ

ぞれについて入札説明書に定める入札参加資格を有することを確認し、令和元（2019）

年６月 11日にそれぞれのグループに通知した。入札参加資格が確認されたグループは

次の（３）に示すとおりである。 

 

（３）入札参加資格確認グループ 

●大和リース株式会社横浜支店 

代表企業：大和リース株式会社 

構成企業：株式会社多摩設計 

 

●生田コミュニティ創造グループ 

代表企業：株式会社ＮＢ建設 

構成企業：株式会社創信建築事務所、コクヨマーケティング株式会社 
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５ 第二次審査 

（１）第二次審査の概要 

 第二次審査は、総合評価一般競争入札により落札者を決定するために、入札参加者が

提出した計画提案を審査するものであり、本市が本件入札にあたり予め懇談会の意見

を聴いて定めた「計画提案に関する評価項目別の評価基準」に基づいて提案評価点を、

価格評価点の算定方法に基づいて価格評価点をそれぞれ決定し、提案評価点と価格評

価点の合計である総合評価点が最も高い入札参加者を落札者として決定する。 

 第二次審査の手順は次のとおりである。 

 

① 提案評価 

 本市は、入札参加者が提出した計画提案について、基礎審査及び提案審査を行う。 

 基礎審査は、資料作成の不備の有無、要求水準書に示された計画条件に基づいて要求

水準を満たせるような計画提案内容であること、入札説明書等に示した契約条件に則

っていることを確認し、資料作成に不備があり、要求水準書に示された計画条件に違反

し、又は要求水準を満たすことができないと認められる計画提案を提出した入札参加

者を不合格とする。 

 提案審査は、本市が各入札参加者から提出された計画提案について、その内容が「計

画提案に関する評価項目別の評価基準」に基づいて優れていると認められるものは、そ

の程度に応じて採点し、当該採点結果を懇談会に報告する。なお、提案評価の点数は全

体で 700 点満点である。 

 懇談会は、本市が報告した提案評価の採点結果に対して意見を述べ、本市はそれらの

意見を聴いた上で各入札参加者の提案評価点を決定する。なお、本市は入札参加者に対

してヒアリングを実施し、計画提案の内容を確認した。 

 

② 開札及び総合評価 

 本市は、計画提案と共に提出された入札書を開札し、入札価格が予定価格の範囲内か

否かを確認し、入札価格が予定価格を越えている入札書を提出した入札参加者を失格

とする。なお、予定価格は 471,320,000 円（消費税及び地方消費税を含まない。）であ

る。 

 予定価格の範囲内である入札価格に対して、以下の計算式により価格評価点を決定

する。価格評価点の算定においては、算定結果の小数点第１位を四捨五入するものとし、

価格評価の点数の上限は 300 点である。 

 

 

 価格評価点 ＝ 最低入札価格 ÷ 当該入札参加者の入札価格 × 300 点 
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 予定価格の範囲内の入札価格を提示した入札参加者それぞれについて、提案評価点

（700 点満点）及び入札価格をもとに算定した価格評価点（300 点満点）を加算するこ

とにより総合評価点（1,000 点満点）を算定し、最も高い総合評価点を得た入札参加者

を落札者として決定する。 

 なお、最も高い総合評価点の入札参加者が二者以上あるときは、総合評価点の内訳に

おいて提案評価点が最も高い入札参加者を落札者とし、更に最も高い提案評価点の入

札参加者が二者以上あるときは、当該者にくじを引かせて落札者を決定する。 

 

 

 総合評価の点数（1,000 点満点） 

  ＝ 提案評価の点数（700 点満点） ＋ 価格評価の点数（300 点満点） 

 

 

 

（２）提案評価 

 入札参加資格が確認された２グループから入札書及び計画提案の提出があり、それ

ぞれの計画提案について基礎審査を行った結果、いずれの計画提案についても要求水

準を満たせることを確認した。 

 提案審査にあたり、第２回懇談会において入札参加者に対するヒアリングを行い、そ

れぞれの計画提案の内容を確認した。第２回懇談会における「地方自治法施行令第 167

条の 10 の２第５項の規定に基づき、落札者決定基準に基づいて落札者を決定しようす

るとき」に係る学識経験者の意見等の要旨は以下のとおりである。 

 

〇 本施設については、地域のコミュニティ拠点としてどのように利活用すること

ができるのかが重要であることに留意する必要がある。 

〇 本施設（市民活動支援機能）は、地域の方々によって運営されることが理想であ

る。よって、施設の提案内容の評価にあたっては、運営の担い手となる地域の方々

からの視点にも留意する必要がある。 

〇 本施設が整備されれば、地域のコミュニティ拠点として利用価値が高まると想

定されるが、地域による多様で活発な利活用と安全で円滑な管理・運営の両面を考

慮して、検討する必要がある。 

 

 本市は、第２回懇談会における入札参加者に対するヒアリング結果及び学識経験者

の意見等を踏まえ、「計画提案に関する評価項目別の評価基準」に基づいて評価した提

案評価の採点結果を第３回懇談会において報告し、学識経験者の意見等を踏まえ提案
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評価の点数を決定した。 

 

 評価内容と点数化の方法は以下のとおりである。 

 

評価 

ランク 
評価内容 点数化の方法 備考 

Ａ 秀でて優れている 
評価項目別配

点×100％ 

要求水準を上回り、秀でて優れた提

案と認められる場合 

Ｂ 優れている 
評価項目別配

点×75％ 

要求水準を上回り、優れた提案と認

められる場合 

Ｃ 
いくつかの優れてい

る点を認める 

評価項目別配

点×50％ 

要求水準を満たした上で、いくつか

の優れた点が認められる場合 

Ｄ 
わずかに優れている

点を認める 

評価項目別配

点×25％ 

要求水準を満たした上で、わずかに

優れている点が認められる場合 

Ｅ 
要求水準を満たして

いる 

評価項目別配

点×0％ 

要求水準を満たしている提案と認

められる場合 

 

 なお、評価項目の「１ 事業計画提案」のウの評価指標による採点は、「川崎市内に

本店のある民間事業者の本事業に関する売上が事業費に占める割合」が 90％以上の場

合の評価ランクは「Ａ」、60％以上 90％未満の場合は「Ｂ」、30％以上 60％未満の場合

は「Ｃ」、０％を超え 30％未満の場合は「Ｄ」、０％の場合は「Ｅ」と評価した。 

 また、評価項目の「１ 事業計画提案」のエの評価指標による採点は、「本施設の譲

渡日」が令和３（2021）年３月 31日以前である場合は「Ａ」、４月１日から４月 20 日

までの間である場合は「Ｂ」、４月 21 日から５月 10 日までの間である場合は「Ｃ」、５

月 11日から５月 30日までの間である場合は「Ｄ」、５月 31日である場合は「Ｅ」と評

価した。 
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提案評価の点数 

評価項目 配点 

大和リース

（株）横浜支店 

生田コミュニテ

ィ創造グループ 

評価 点数 評価 点数 

１ 

 

事 

業 

計 

画 

提 

案 

ア 効率的かつ効果的な

事業管理業務の内容及

び方法等が提案されて

いる。 

35 点 Ｄ 8.75 点 Ｃ 17.50 点 

イ 効率的かつ効果的な

施設整備業務の内容及

び方法等が提案されて

いる。 

35 点 Ｃ 17.50 点 Ｃ 17.50 点 

ウ 市内経済波及効果の

向上に資する本事業の

実施体制等が提案され

ている。 

70 点 Ｄ 17.50 点 Ｄ 17.50 点 

エ 仮庁舎利用期間の短

縮化を図るような事業

工程が提案されている。 

35 点 Ａ 35.00 点 Ｄ 8.75 点 

１ 事業計画提案 計 175 点 78.75 点 61.25 点 

２ 

 

施 

設 

計 

画 

提 

案 

(1) 

外 

部 

ア 周辺環境の魅力向上に

資する外観及び外部空

間が提案されている。 

35 点 Ｄ 8.75 点 Ａ 35.00 点 

イ 誰もが容易に利活用

しやすい外部空間が提

案されている。 

70 点 Ｄ 17.50 点 Ｂ 52.50 点 

ウ 誰もが容易に維持管

理しやすい外部空間が

提案されている。 

70 点 Ｃ 35.00 点 Ｃ 35.00 点 

(1)外部 計 175 点 61.25 点 122.50 点 

(2) 

構 

造 

ア 長期にわたり利活用

しやすい建物の骨格が

提案されている。 

35 点 Ｃ 17.50 点 Ｃ 17.50 点 
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評価項目 配点 

大和リース

（株）横浜支店 

生田コミュニテ

ィ創造グループ 

評価 点数 評価 点数 

(2)構造 計 35 点 17.50 点 17.50 点 

２ 

 

施 

設 

計 

画 

提 

案 

(3) 

内 

部 

ア 誰もが容易に利活用

しやすい内部空間が提

案されている。 

105 点 Ｄ 26.30 点 Ｂ 78.80 点 

イ 誰もが容易に利活用

しやすい設備や備品等

の導入が提案されてい

る。 

70 点 Ｃ 35.00 点 Ｂ 52.50 点 

ウ 誰もが容易に維持管

理しやすい内部空間が

提案されている。 

105 点 Ｃ 52.50 点 Ｄ 26.30 点 

(3)内部 計 280 点 113.75 点 157.50 点 

(4) 

そ 

の 

他 

ア 地域の方々が災害時

に利用しやすい機能等

が提案されている。 

35 点 Ｃ 17.50 点 Ａ 35.00 点 

(4)その他 計 35 点 17.50 点 35.00 点 

２ 施設計画提案 計 525 点 210.00 点 332.50 点 

提案評価の点数の合計 700 点 289 点 394 点 

 

 第３回懇談会における「地方自治法施行令第 167 条の 10 の２第５項の規定に基づき、

落札者決定基準に基づいて落札者を決定しようするとき」に係る学識経験者の意見等

の要旨は以下のとおりである。 

 

〇 本施設については、地域のコミュニティ拠点として様々な利活用の可能性を

広げることに資する提案が高く評価できる。 

〇 このため、今後、本施設の整備にあたっては、市が地域の方々及び事業者と共

に本施設を地域のコミュニティ拠点としてどのように利活用していくのかをよ

り一層整理していく必要がある。 
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（３）開札及び総合評価 

 開札及び総合評価の結果、「生田コミュニティ創造グループ」（代表企業：株式会社Ｎ

Ｂ建設、構成企業：株式会社創信建築事務所、コクヨマーケティング株式会社）を落札

者として決定した。 

 

入札参加者 入札価格 
価格評価

の点数 

提案評価

の点数 

総合評価

の点数 

総合

順位 
摘要 

大和リース株式

会社 横浜支店 
460,000 千円 300 点 289 点 589 点 ２  

生田コミュニテ

ィ創造グループ 
471,300 千円 293 点 394 点 687 点 １ 落札 
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６ 審査講評 

 各入札参加者から提出された計画提案に関する評価項目別の評価内容は以下のとおり

である。 

 

大和リース株式会社 横浜支店 

評価項目 評価指標 配点 評価内容 
評

価 
点数 

１ 

 

事 

業 

計 

画 

提 

案 

ア 効率的

かつ効果的

な事業管理

業務の内容

及び方法等

が提案され

ている。 

・効果的な事業管理業

務（業務や品質を管

理するセルフモニタ

リング等を含む。）の

具体的な内容及び方

法等の工夫が優れて

いる。 

35 点 

 代表企業の企業

力を活用した事業

管理業務の内容及

び方法等が提案さ

れている。 

Ｄ 8.75 点

イ 効率的

かつ効果的

な施設整備

業務の内容

及び方法等

が提案され

ている。 

・使いやすい施設とす

るための設計業務や

建設工事の進め方な

どの具体的な内容及

び方法等の工夫が優

れている。 

35 点 

 代表企業におけ

る豊富な公共施設

の整備・運営実績

に基づいた施設整

備業務の内容及び

方法等が提案され

ている。 

Ｃ 17.50 点

ウ 市内経

済波及効果

の向上に資

する本事業

の実施体制

等が提案さ

れている。 

・川崎市内に本店のあ

る民間事業者の本事

業に関する売上が事

業費に占める割合が

高くなる実施体制等

が優れている。 

70 点 

 川崎市内に本店

のある民間事業者

の本事業に関する

売上が事業費に占

める割合は５．

４％。 

Ｄ 17.50 点

エ 仮庁舎

利用期間の

短縮化を図

るような事

業工程が提

案されてい

る。 

・本施設の譲渡日が令

和３（2021）年５月 31

日 よ り も 令 和 ３

（2021）年３月 31 日

に近くなるように事

業工程関連の工夫が

優れている。 

35 点 

 譲渡予定日は令

和３（2021）年３月

３１日 

Ａ 35.00 点

２ 

 

施 

設 

計 

画 

提 

案 

(1)

外 

部 

ア  周辺環

境の魅力向

上に資する

外観及び外

部空間が提

案されてい

る。 

・生田小学校下校庭等

の周辺環境の魅力向

上に資する景観形成

や機能連携を図る外

観及び外部空間の工

夫が優れている。 

35 点 

 雁行した建物配

置計画による圧迫

感の低減等、周辺

環境に配慮した計

画が提案されてい

る。 

Ｄ 8.75 点

イ 誰もが

容易に利活

用しやすい

外部空間が

提案されて

いる。 

・ユニバーサルデザイ

ンに配慮した屋外施

設等の配置及び利用

者動線による外部空

間の工夫が優れてい

る。 

70 点 

 ３階の多目的ス

ペースに面して一

体的に利活用でき

る屋上等が提案さ

れている。 

Ｄ 17.50 点
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評価項目 評価指標 配点 評価内容 
評

価 
点数 

２ 

 

施 

設 

計 

画 

提 

案 

(1) 

外 

部 

ウ 誰もが

容易に維持

管理しやす

い外部空間

が提案され

ている。 

・建物形状や外装材等

が容易にメンテナン

スできるなどライフ

サイクルコスト低減

に資する外部空間の

工夫が優れている。 

70 点 

 設備機械の維持

管理や更新等がし

やすくなるように

屋外設備の配置等

が工夫されてい

る。 

Ｃ 35.00 点

(2) 

構 

造 

ア 長期に

わたり利活

用しやすい

建物の骨格

が提案され

ている。 

・将来における内部空

間や外部空間の可変

性に柔軟に対応でき

るような建物の構造

計画の工夫が優れて

いる。 

35 点 

 長期にわたり利

活用しやすい鉄骨

造等について提案

されている。 
Ｃ 17.50 点

(3) 

内 

部 

ア 誰もが

容易に利活

用しやすい

内部空間が

提案されて

いる。 

・ユニバーサルデザイ

ンに配慮した諸室等

の配置、利用者動線、

サイン計画、セキュ

リティ区分等の工夫

が優れている。 

105 点 

 アクセシブルデ

ザインによる共用

品の採用やゆとり

ある空間の計画等

が提案されてい

る。 

Ｄ 26.25 点

イ 誰もが

容易に利活

用しやすい

設備や備品

等の導入が

提案されて

いる。 

・地域の方々による自

主的な利用及び管理

が容易にできるよう

な設備や備品等の導

入などの工夫が優れ

ている。 

70 点 

 本施設に適した

設備や備品等の導

入が提案されてい

る。 Ｃ 35.00 点

ウ 誰もが

容易に維持

管理しやす

い内部空間

が提案され

ている。 

・地域の方々による自

主的な維持管理が容

易にできるなどライ

フサイクルコストの

低減に資する内部空

間の工夫が優れてい

る。 

105 点 

 省エネルギー性

能の向上を目指し

た施設として整備

することが提案さ

れている。 

Ｃ 52.50 点

(4) 

そ 

の 

他 

ア 地域の

方々が災害

時に利用し

やすい機能

等が提案さ

れている。 

・災害時に、集まってく

る地域の方々や、活

動等を行う方々にと

って効果的な機能・

設備などの工夫が優

れている。 

35 点 

 災害時に集まっ

てくる地域の方々

に主に電力の提供

を想定した機能等

が提案されてい

る。 

Ｃ 17.50 点

提案評価の点数の合計 700 点 289 点 

 

計画提案に関する総評 

 ＰＰＰ事業における豊富な公共施設の整備・運営実績を有する代表企業の企業力を活

用した事業計画と、本施設に類似する公共施設等を参考として身近な公共施設として使

いやすさに配慮した施設計画が提案されており、生田の地域のコミュニティ拠点として

の機能の拡充に向けて要求水準を上回る提案として評価できる。 
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生田コミュニティ創造グループ 

評価項目 評価指標 配点 評価内容 
評

価 
点数 

１ 

 

事 

業 

計 

画 

提 

案 

ア 効率的

かつ効果的

な事業管理

業務の内容

及び方法等

が提案され

ている。 

・効果的な事業管理業

務（業務や品質を管

理するセルフモニタ

リング等を含む。）の

具体的な内容及び方

法等の工夫が優れて

いる。 

35 点 

 設計監理、建設

工事、備品等設置

のそれぞれを担当

する企業による実

施体制が構築され

ており、本事業の

事業内容に応じた

事業管理業務の内

容及び方法等が提

案されている。 

Ｃ 17.50 点

イ 効率的

かつ効果的

な施設整備

業務の内容

及び方法等

が提案され

ている。 

・使いやすい施設とす

るための設計業務や

建設工事の進め方な

どの具体的な内容及

び方法等の工夫が優

れている。 

35 点 

 市民との「意見

交換会」の内容を

十分に踏まえ、設

計段階において本

市との密な協議を

行いながら施設整

備業務を行うこと

が提案されてい

る。 

Ｃ 17.50 点

ウ 市内経

済波及効果

の向上に資

する本事業

の実施体制

等が提案さ

れている。 

・川崎市内に本店のあ

る民間事業者の本事

業に関する売上が事

業費に占める割合が

高くなる実施体制等

が優れている。 

70 点 

 川崎市内に本店

のある民間事業者

の本事業に関する

売上が事業費に占

める割合は５％。 

Ｄ 17.50 点

エ 仮庁舎

利用期間の

短縮化を図

るような事

業工程が提

案されてい

る。 

・本施設の譲渡日が令

和３（2021）年５月 31

日 よ り も 令 和 ３

（2021）年３月 31 日

に近くなるように事

業工程関連の工夫が

優れている。 

35 点 

 譲渡予定日は令

和３（2021）年５月

15 日 

Ｄ 8.75 点

２ 

 

施 

設 

計 

画 

提 

案 

(1) 

外 

部 

ア  周辺環

境の魅力向

上に資する

外観及び外

部空間が提

案されてい

る。 

・生田小学校下校庭等

の周辺環境の魅力向

上に資する景観形成

や機能連携を図る外

観及び外部空間の工

夫が優れている。 
35 点 

 生田小学校下校

庭と本施設３階屋

上をつなぐ通路、

本施設３階屋上ま

での屋外階段の設

置により新しく魅

力的な外部空間が

提案されている。 

 

 

 

 

Ａ 35.00 点
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評価項目 評価指標 配点 評価内容 
評

価 
点数 

２ 

 

施 

設 

計 

画 

提 

案 

(1) 

外 

部 

イ 誰もが

容易に利活

用しやすい

外部空間が

提案されて

いる。 

・ユニバーサルデザイ

ンに配慮した屋外施

設等の配置及び利用

者動線による外部空

間の工夫が優れてい

る。 
70 点 

 生田小学校下校

庭までの新しい動

線が設けられ、そ

の間に設けられた

２階の屋上部分が

３階屋内の多目的

スペースと共に利

活用しやすい外部

空間として提案さ

れている。 

Ｂ 52.50 点

ウ 誰もが

容易に維持

管理しやす

い外部空間

が提案され

ている。 

・建物形状や外装材等

が容易にメンテナン

スできるなどライフ

サイクルコスト低減

に資する外部空間の

工夫が優れている。 

70 点 

 維持管理しやす

い外装材等を採用

することが提案さ

れている。 
Ｃ 35.00 点

(2) 

構 

造 

ア 長期に

わたり利活

用しやすい

建物の骨格

が提案され

ている。 

・将来における内部空

間や外部空間の可変

性に柔軟に対応でき

るような建物の構造

計画の工夫が優れて

いる。 

35 点 

 長期にわたり利

活用しやすい鉄骨

造等について提案

されている。 
Ｃ 17.50 点

(3) 

内 

部 

ア 誰もが

容易に利活

用しやすい

内部空間が

提案されて

いる。 

・ユニバーサルデザイ

ンに配慮した諸室等

の配置、利用者動線、

サイン計画、セキュ

リティ区分等の工夫

が優れている。 

105 点 

 本施設で想定さ

れている利用管理

の方法に対応する

ことを基本として

利活用しやすい内

部空間が提案され

ている。 

Ｂ 78.75 点

イ 誰もが

容易に利活

用しやすい

設備や備品

等の導入が

提案されて

いる。 

・地域の方々による自

主的な利用及び管理

が容易にできるよう

な設備や備品等の導

入などの工夫が優れ

ている。 

70 点 

 本施設において

想定される利活用

に応じた設備や備

品等の導入が提案

されている。 

Ｂ 52.50 点

ウ 誰もが

容易に維持

管理しやす

い内部空間

が提案され

ている。 

・地域の方々による自

主的な維持管理が容

易にできるなどライ

フサイクルコストの

低減に資する内部空

間の工夫が優れてい

る。 
105 点 

 地域の方々によ

る自主的な維持管

理が容易にできる

ように配慮した対

応が提案されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 26.25 点
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評価項目 評価指標 配点 評価内容 
評

価 
点数 

２ 

 

施 

設 

計 

画 

提 

案 

(4) 

そ 

の 

他 

ア 地域の

方々が災害

時に利用し

やすい機能

等が提案さ

れている。 

・災害時に、集まってく

る地域の方々や、活

動等を行う方々にと

って効果的な機能・

設備などの工夫が優

れている。 

35 点 

 災害時に集まっ

てくる地域の方々

の助け合いを支援

することを想定し

た機能等が提案さ

れている。 

 

 

Ａ 35.00 点

提案評価の点数の合計 700 点 394 点 

 

計画提案に関する総評 

 本市に代わり地域コミュニティ拠点の整備を図る事業計画と、生田小学校下校庭と本

施設をつなぐ通路を設けるなど、生田の地域のコミュニティ拠点としての機能の拡充に

向けて要求水準を大きく上回る施設計画が提案されており、地域のコミュニティ拠点と

して様々な利活用の可能性を広げることに資する優れた提案として評価できる。 
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参考 落札者の提案概要 

 構造・階数：鉄骨造・地上３階建て 

 建 築 面 積： 446 ㎡ 

 延 床 面 積： 1,072 ㎡ 

 

 落札者の提案イメージ図 

～南側より新庁舎正面を望む～ 

 

 

～南東側からの鳥瞰～ 

 

 

※ 本提案イメージ図は、計画提案として提出されたものであり、実際の建築イメージ

とは異なる場合がある。 


